
１０４条 有限責任 
３２６条Ⅰ  
 株式と合名会社の違い 
２５Ⅰ① 発起設⽴ 
  Ⅰ② 募集設⽴ 
２７ 定款に絶対記載 
２８☆  現物出資 
３４、６３ 現物出資を発起⼈に限る 
２０８Ⅳ  募集発⾏株式発⾏では、発起⼈に限定されない 
 

２８② 財産引受 → 実質的に現物出資と同様の危険 
  ④ 設⽴費⽤ 預合いと⾒せ⾦（９４５、９６３Ⅰ） 
    払込取扱機関から → 預合い（払込取扱機関の責任あり６４）無効 
    払込取引機関ではないところから → ⾒せ⾦ → 無効 
 
株式：定義 
１０９条 株主平等原則：根拠、内容、違反の効果 論：株主優待制度 
そのほかにも、１０５条、４５４条、５０４条３項、３０８条１項 
・剰余⾦の配当、４５４条３項   
利益供与（１２０条）：趣旨、範囲、違反の効果 
→モリテックス事件、論：財産上の利益（QUO カード）に当たるか。 
 判例たくさん 
１２０条４項但書、かっこ書 
１２０条が出たら、取締役の過失責任、無過失責任も論点になる。 
 
株式譲渡：原則⾃由、ただし制限あり 
１２７、⾃由にできる、理由：有限責任、払い戻しの不可、 
払い戻しできないから、誰かに譲渡することができる。誰が持ってようが、個性はない。 
制限あり、法律、契約、定款 
P２６、法律による制限、①時期②⼦会社による親会社株式取得③⾃⼰株式所得 
５２：⼤事 
 
株主名簿、論：失念株 
 
募集資⾦の発⾏等 
資⾦調達、追加の株式、社債という⽅法もある。 



 
２条５号：公開会社、⾮公開会社 
全部の譲渡の制限を設けていたら、⾮公開会社 
会社６７改 
公開会社：１９９条２項、２０１条１項 
⾮公開会社：１９９条２項、３０９条２項５号 
３０９条２項の暗記 
既存株主の保護 
→発⾔⼒が薄まることに対して、持ち株⽐率の維持の利益については保証しない。公開会社
は、定款から最初からわかる。⾮公開会社でも、募集株式の発⾏等については、株主総会で
意⾒を⾔う場がある。２１０条：募集株式の問題が出たら、基本的にはこれ。著しく不公正
な⽅法による、発⾏等の場合の差し⽌め請求。 
 
株式発⾏に関する訴訟 
発⾏の効⼒⾃体を争う 
事前・新株式発⾏の差⽌め：２１０条 
            …取引安全はまだ問題にならない。 
→会社は、⼀度進んでしまったら、過去に戻ることは難しい。 
事後・新株式発⾏の無効：８２８Ⅰ②、Ⅱ② 

・不存在確認の訴え：８２９① 
 
経済的不利益の回復 
・２１２、８４７Ⅰ 
・２１３、８４７Ⅰ（株主代表訴訟） 
 
会社７４改：主要⽬的ルール 
２１０条１号：法令または定款に反した場合。２号：著しく不公正な場合。著しく不公正な
場合とは何？ 
主要⽬的ルールで考える。 
・主要⽬的ルール 
 資⾦調達⽬的は OK だけど、 
「⽀配権維持」⽬的にあたる場合、著しく不公正であるといえる。 
   企業価値の毀損 

 著しい損害（回復し難い損害） 
 
派⽣して、新株予約権に関する判例（⽇本放送事件）主要⽬的ルールが適⽤される。 



⽀配権維持が主要⽬的であっても、株主全体の利益保護（敵対買収者が、⽀配権取得が会社
に回復し難い損害があることを会社が⽴証することができる場合）の場合であれば、著しく
不平等とは⾔えない。 
１０９条の株主平等原則違反についても関係してくる。 
無償割当の裁判例 
 
会社 7２改「特に有利な⾦額」：１９９条３項 
２１０条１号：特に有利な⾦額である場合、特別決議が必要なのに、特別決議を経ていない
場合→法令違憲 
法令や定款に違反した場合。法令違反：特に司法試験で出る。公開会社が特に有利な…２０
１条１項→１９９条３項「特に有利な⾦額である場合」、１９９条２項 
 
P４１ 
ｐ４２ 会社１１６改、会社８１改 
発⾏されたら、取引安全で有効 
会社８０改 
募集株式の差⽌め請求を無視して、発⾏した場合→無効 
 
新株予約権２４７条（ニッポン放送事件） 
２１０条も適⽤できるかどうか…論点 or 裁判例がある。 
 
４２３、４２９、８４７ 
損害賠償 
 
⑥⑦⑧ 
４２３、１２０（利益供与）、４６２（タコ配当：取締役が違法に配当を受けている）条 
 


